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研究成果概要 
SK1 の結果は 2006 年に論文に投稿されたが、その時に使われていた解析ツールに様々

な改良が加えられた。先行したガンマ線を捕える方法においては、ミューオンとガンマ

線を探し始める時間との差を調整した、これにより、SK1 において大気ニュートリノの

バックグランドが 0.7 事象から 0.16 イベントに減少した。また、ミューオンの時間を計

算する際に、ヒットのあったＰＭＴを空間的に限定することにより、ミューオンからの

崩壊電子の混入を防ぐようにした。 
K->π+π0 モードにおいては、π+の光量を計算する際にＰＭＴゲインの時間変化を補正す

るように変更した。これにより、効率、バックグランドともに改良された。 
バックグランドの見積もりはこれまで 100 年分の大気ニュートリノのＭＣを用いていた

が、今回 500 年分のＭＣを使用することにより、より詳細なバックグランドの study が

可能になった。系統誤差については、LINAC データーとＭＣの比較を行い、低エネルギ

ー領域におけるエネルギースケールの不定性をより現実的に見積もった。 
 こうした改良が加えられた後に、SK1 データーの再解析及び SK2 のデーター解析が行

われた。SK2 は PMT の密度が半分以下だが、Prompt γ tagging 法やπ+π0モードでは SK1
の約 80%の効率を保っていることが分かった。これは、次世代大型水チェレンコフ検出

器を設計する上で、非常に有用な情報である。残念ながら陽子崩壊事象は発見されなか

ったが、SK1、SK2 合わせて 2.8x1033年という陽子寿命の下限値が得られた。 
 

 
 



 
図：SK2 における Prompt γ法。横軸は g のヒット数、縦軸はγとμの時間差。赤は陽子崩

壊 MC、青は大気ニュートリノ MC、黒はデーター。ボックスが信号領域。 
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